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整数 ス ピンをもつ一次元 Heisenberg 反強磁性休 は基底状態 と第一励起状態の間に
Energy Gapをもつ ことが Haldane によって提唱されて以来､我 々はこの問題の良い検証
物質である S- 1を もつ一次元反強磁性体 の NENP (Ni(C2H8'N2)2NO2(C10.日 と
NINO (Ni(C｡Hl｡N2)2NO2(C10.日 の帯磁率､磁化等の実験を進めてきた｡帯磁率は､両物
質 とも高温 (T〉40 K )ではb軸が､a,C軸より小さく､30 K 付近で交差 して低温













NENPでは EG= 13 K, D=lll K,
E=-1.6 Ⅹまた NINO は EG= 14 K,
D= 13K.E= 2.1Ⅹとなる｡いずれ
も Dく0 である｡Ni2◆ の基底状態
は､D〉0 であるのにたいし､Dく0 と
なるのは S- 1 の励起状磐 が
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